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Abstract 
 

 ポジショニングというマイケルポータが提唱する経営戦略がある。ポジショニングとは、２つ

の戦略からなる。一つ目はコスト戦略。二つ目は差別化戦略である。ポーターは、これらの戦略

を駆使し企業が市場内で比較優位な状況を確保することを説いている。しかし、現実社会を見る

と企業は、自らポジショニング戦略を採って自社の地位を築いたというよりも、激しい競争に晒

され、現状を維持し利益を確保するために特定のポジショニングしか採ることができなかった。

つまり、企業の戦略は市場競争の帰結でしかないのではないだろうか。そこで、本研究では、企

業のポジショニングを投資比率というパラメータという 2 つの戦略のうちどのくらい傾いてい

るか示すことで、企業競争をさせることでエージェントの戦略が特定の戦略に安定して収まるの

か、それとも常に不安定で多くの戦略を駆使するのかＪＡＶＡ・ＫＫ―ＭＡＳを利用して検証し

てみた。結果は、図１のようになり、イベント回数が増すごとに、２つの戦略に対する行動の割

合が固定されていくのが分かった。このシミュレーションでは、企業の戦略は、時間が経つにつ

れて身動きとれなくなるという「ポジショニングは、市場の帰結である」という私の仮説を支持

した。 

 

 
 図１     シミュレーションの結果 

＊投資比率が１に近ければ、差別化戦略に重点を置き、投資比率が０に近いならばコスト戦略を

示し、図１では４００イベントまでは個々の企業の行動は不安定であったがそれ以降は収束した。 


